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   Of 33 patients with hypospadias operated on consecutively by u single surgeon between 1977 
and 1986, 27 had undergone a 2-stage Belt-Fuqua procedure and 6 were repaired using several 
types of u one-stage method. The over-all success rate was 64%. Meanwhile, a fistula developed 
in 6 patients, meatal stenosis in 3; the over-all complication rate was 36%. A comparative 
review of late complications is presented. Efforts should be made to achieve excellent functional 
as well as cosmetic results.
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1977年か ら1986年の10年間 に来 診 した 尿道 下 裂患 者
は61人で,そ の 年 齢分 布 はTable1の よ うに な った.
1983年5月まで は静 岡 県立 こ ど も病 院,そ れ 以 降 は聖
"・リア ンナ医 大 での 症 例 で あ る.受 診時 年 齢 は1歳 以
下 が圧 倒 的 に 多 い一 方,学 齢期(6歳 以上)の もの も
み られ る,双 生 児の 一・方 が 患 児 で あ る も の が5人 居
た.初 診 時 所 見 での 外 尿道 口部 位 か ら分 類 した 尿道 下
裂 の程 度 をTablc2に 示 した.高 度 尿 道 下裂 に分 類
され るpenoscrotaltypeが最 も多 い一 方,chordec
withouthypospadia(索の み の 尿 道 下 裂)も み られ
るのが 最 近 の傾 向で あ る.
手 術 症 例33例の 尿道 形 成 術 施 行 の と きの 年 齢分 布 を
Table3に示 した.二 期 式術 式 でVl-一期 目(索 切除
術)か ら二 期 目(尿 道 形 成 術)の 間 隔 は 平均lL7ヵ 月
であ った.一 期 式術 式 を受 け た症 例 は す べ て学 齢 期 に
行わ れ て い る.


























































腹側面につき出す,こ の際,亀 頭部からの激 しい出血




















用 いて い る.
遠 位 尿 道 下裂 で あ るcoronalshaft,distalshaft・
midshaftの各 タ イ プ に対 して は 一 期 式 術 式 で 行 っ
た.術 式 と して は 有茎 皮弁 を 管状 に形 成 す るIsland
Flap法(Fig.6)やHodgsonI法を 用 いた が,形
成 尿道 が 短か くて 済 む ものに はFlip-Flap法(Fig.
3)を 用 い た.chordeewithouthypospadiaに対 し
て はskinlysisのみ を 行 っ た.
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と,移動植皮部の血行が再建 され る ことな どの利点
もある.今回もっばら用いたBelt・Fuqua法8-10)はあ
まり複雑な手技も必要とせず,外尿道口を亀頭部につ
くれるため外形も良好であ り,確実な良い術式である
と考えられた.
③ 合併症予防のための手術上の注意点
尿道形成術で最も多い合併症は痕孔形成,外尿道口
狭窄である.これらを避けるためにさまざまな工夫が
823
考案されているが,痩孔については縫合材の改善,愛
護的皮膚縁の取 り扱い,縫合線の工夫などにより発症
がかなり低下してきた,
外尿道口狭窄は外尿道口の作製位置とカテーテル留
置の有無が最も関与する要因と思われる,外尿道口の
位置を冠状溝付近に作製すると狭窄をきたしやすく,
また高率に後退を起こしやすいようである.カ テーテ
ルについては材質の改善がなされ,異物反応が少なく
なるようにされているが,尿道形成術後に一時的に尿
路変更(膀 胱痩,会陰部尿道繧)を行えば,さ らに成
績は良 くなるといえる.
手術操作は長時間,精密を要するので,皮膚を愛護
的に取 り扱う注意も重要である.そのためには,乾燥
をさけるため生理食塩水を常時手術野の滴下する.鈎
付きピンセットで皮膚縁をつかまない,皮膚縁が確実
に合 うよう拡大鏡を用いて操作する.な どきめ細かい
工夫が必要である.
(4)外形について
従来は手術の結果,立 位排尿と性交が可能になれば
よいとされてきたが,これは最低限の条件であり,ア
ンケート結果からみても外観上美的に形成することは
必須のことである,このために手術時に行うべきこと
は,亀頭部に外尿道口をつ くること,包皮がだぶつく
dogearをつ くらないこと,縫合線が搬痕として目
出たないようにする,な どである.
尿道下裂にしぽしば合併する二分陰嚢は外観上かな
り異様に見えるので,尿道形成術の際同時に陰嚢形成
術(scrotoplasty)を行い正常の外陰部に近づくよう
にすべきである.
本症は単なる外表奇形でなく,その治療の成否は男
性としての社会生活の可否を決するものである.手術
的治療は機能的なもののみでなく,本来の正常な形に
より近づくよう努力すぺきものといえる.
ま と め
尿道下裂の手術症例33例を集計し,その成績につい
て検討 した.手術成功率は64%,合併症発生はおもに
繧孔形成,外 尿道 口狭窄であった.本症の手術療法に
ついては今後一期式術式が採用される傾向になると思
われるが,術者が習熟者でない場合は二期式術式の方
が安全,確実 と思われる.外形上も美的に形成するこ
とが非常に重要なことであり,手術時そのための努力
が必要である,
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